
平成17年 	人口と世帯／ 1月30日現在 

瓢鱗 ( ）内は前回比、 男23,521(-12) 

女26, 589(-6） 計50, 110(-18) 

世帯18, 959(-1) No. 1065 

篤瓢 

尋舞喜一懸二 

雷舞事 



趣
味
に

集
い

一
年
間
の
成

果
を
披
露
 

北
辰
大
学

ク
ラ
ブ

活
動
発

表
会
 

児
童
・
生

徒
の
 

作
品
が

ず
ら

り
 

五
所
川
原
小
中
学
校
美
術
展
 

全
国
高
等
学
校

弓
道
 

選
抜
大

会
に

初
出
場
 

五
工
高
の
弓
道
部
員
表
敬
訪
問
 

六
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
 

「北
辰
大
学
」
で
は
、
各
種
講
座
の
ほ
か
様
々
な

ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
二
月
二
日
に
今

年
度
の
活
動
の
成
果
を
示
す
発
表
会
が
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
会
場
に
集
い
 
「ク
ラ
ス
メ
イ
ト
」
 
の
舞

台
発
表
を
楽
し
ん
だ
皆
さ
ん
は
、
演
目
が
終
わ
る

た
び
、
さ
か
ん
に
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。
初
め

て
設
け
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
基
本
操

作
の
学
習
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を
コ
ン
ピ
ユ

ー
 

タ
ー
を
使
っ
て
説
明
し
、
見
て
い
た
人
は
手
慣
れ

た
操
作
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
体
 

操
ク
ラ
ブ
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を

取
り
入
れ
た
体
操
を
実
演
し
、
 一
緒
に
な
っ
て
手

足
を
動
か
す
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

歌
謡
ク
ラ
ブ
が
合
唱
す
る
と
、
会
場
が

ー
つ
に
な

り
、
拍
手
で
合
い
の
手
を
入
れ
な
が
ら
懐
か
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
 

こ
の
他
、
会
場
に
は
書
道
、
俳
句
、
手
芸
の
作

品
が
展
示
さ
れ
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
 

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に
団
体
出
場
す

る
五
所
川
原
工
業
高
校
の
弓
道
部
員
が

一
月
三
十

一
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

宮
城
県
で
行
わ
れ
た
東
北
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
、
初
の
全
国
大
会
に
意
気
込
む
二
年
の
田

仲
啓
一
郎
主
将
は
、
「明
治
神
宮
で
試
合
を
す
る

こ
と
は
野
球
で
言
え
ば
甲
子
園
で
や
る
の
と
同

じ
。
競
技
す
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
頑
張
っ
て
き

ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
た
の
を
受
け
、
成
田
市
長

が

「善
戦
敢
闘
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。
 

月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
三

日
間
、
第
三
十
八
回
五
所
川
原
市
内
小
中
学
校
美

術
展
が
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

エ
ル
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
市
内
二
十
の
小
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
五
百
三
十
二
点
が
並
び
、
来
場
者
は
水
彩
画

や
壁
新
聞
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ダ
ン
ボ

ー
 

ル
な
ど
家
庭
に
あ
る
材
料
を
工
夫
し
た
作
品
な
ど

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
五
所
川
原
第
一
中
学
校
 

3
年
の
斉
藤
葉
月
さ
ん
と
木
村
知
美
さ
ん
は
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
の
作
品
を
見
つ
け
る
と
足
を
止
め
、
 

美
術
担
当
の
教
諭
と
作
品
の
感
想
を
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。
 

た学クララ雨嘱 

ス
テ
ー
ジ
上
で
披
露
さ
れ
た
歌
謡
ク
ラ

ブ
の
合
唱
（
上
）
と健
康
体
操
ク

ラ
ブ
の

実
演

（
下）
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五所川原市消防団 

除
雪
し
、
災
 

害
時

の
避
難
 

経
路
を
確
保
 

し
ま
し
た
。
 

団
員
は
積
 

も
っ
た
雪
を
次
々
と
片
付
け
、
お
年
寄
り
か
ら
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
 

こ
れ
で
安
心
し
て
暮
せ
ま
す
J
e
言
葉
と
と
も
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
 

た
 

。
 さ

ら
に
、
五
所
川
原
東
高
等
学
校
（
関
尭
校
長
）
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
五
所
川
原
二
中
学
区
で
大
雪
に
困
っ
て
い
る

高
齢

一
人
暮
ら
し
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。
 

今
年
で
七
年
目
と
な
る
除
雪
活
動
は
、
生
徒
か
ら
希
望
者
を
募
る
も

の
で
、
一
一月
七
日
は
今
年
最
後
と
な
る
五
回
目
の
活
動
を
原
子
地
区
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
生
徒
は
女
子
三
人
を
含
む
十
七
人
で
、
 

ひ
た
い
に
汗
し
な
が
ら

一
生
懸
命
家
の周
り
と
生
活
通
用
路
の
雪
か
き

を
し
ま
し
た
。
重
労
働
に
も
山
内
俊
哉
さ
ん

（2
年
）
は
、
「人
の
た

め
に
何
か
を
す
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
除
雪
を
し
て
喜
ん
で
も
ら
う

と
自
分
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
」
と
笑顔
で
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

豪
雪
か
ら
高
齢
一
人
暮
ら
し
世
帯
を
救
う

除
雪
ボ
ラ
ンテ
ィ
ァ
需

町
露

勤
藷
 

今
冬
、
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
市
民
生
活
（
の
深
刻
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
一
月
十
三
日
、
平
成
十
三
年
以
来

四
年
ぶ
り
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
、
市
職
員
に
よ
る
除
雪
隊
を
編
制

し
、
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
市
消
防
団
員
や
五
所
川
原
東
高
等
学
校
生
徒
ら
が
、
 

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
な

い
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

市
消
防
団
第
一
分
団
（
本
庁
地
区
）
で
は
二
月
六
日
、
木
村
哲
男
分

団
長
以
下
二
十
六
名
が
五
班
に
分
か
れ
、
元
町
、
雛
田
、
幾
世
森
、
下
平

井
町
地
区
な
ど
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
高
齢
者
宅
約
百
軒
で
家
周
り
を
 

五所川原東高等学校 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母

子
家
庭
等
を
対
象
に
、
生
活
全
般
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
の
相

談
も
で
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

（
青
森市
中
央
三
丁
目
2
0ー
3
0
 

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階
）
 

◇
一
般
相
談
・
就
業
相
談
 

通
年
（
年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
を
除

く
平
日
）
 

◇
法
律
相
談
 

毎
月
第
3
火
曜
日
 
1
3時

、
1
5時
 

（
事前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
）
 

         

      

か
ら
の
こ
案
内
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
 

 

母
 
子
 
相
 
談
 

  

公
0
1
7
(
m)
3
78
0
 

     

     

        

         

 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳
に
な

る
ま
で
4
0年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、
 

6
5歳
か
ら
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
る
と
、
将
来
の
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
万
一
の
と
き
の
障
害
・
遺
族
年

金
な
ど
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
今

一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
保
険
料
を
確
実
に
納
め
る
方

法
と
し
て
、
便
利
な
ロ
座
振
替
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
 

納
め
ま
し
ょ
う
”
【
 

      

母
子
家
庭
の
母

・
寡
婦
・
子
、
父
子

家
庭
の
子
を
対
象
に
し
た
講
習
で
す
。
 

◇
定
員
 
和
裁
1
2名
 

洋
裁
1
2名
 

編
物
手
芸
1
4名
 

※
申
込
用
紙
は
、
県
立
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
市
役
所
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
に
あ
り
ま
す
。
平
成
1
7
 

年
度
開
催
の
他
の
講
習
会
と
の
重
複

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
み
は
直

接
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
 

  

         

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
21
3
 

平
成
1
7年
度
「
和
裁

・
 

洋
裁
・
編
物
手
芸
講
習
会
」
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手
作
り
小
物
展

示
会
 

廿
く
る
み
園
入
居
者交
流
会
H
 

く
る

み
園
 
公
（
3
4)2
7
2
1
 

技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

社
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)6
3
3

6
 

五
所
川
原
水
泳
協
会
 

第
1
4回
五

所
川
原
地
区
 

春
季
水
泳
大
会
 

公
（3
4)
6
8
1
2
 
北
浦
 

人
居
者
に
よ
る
手
芸
品
の
展
示
販
売
、
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
昔
の
暮
ら
し
の

道
具
展
示
の
ほ
か
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や

生
そ
ば
の
食
堂

・
お
菓
子
喫茶
、
ゲ

ー
 

ム
コ
ー
か
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
2日
田
 
1
0時
3
0分

、
1
4時

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

⑥
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
 

こ
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
修
了
す

る
と
国
家
資
格

「
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

免
許
」
 
の
受験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

●

3
月
2
8日
の

、
3
0日
困

（3
日
間
）
 

9
時

、
1
7時
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 
2
階

◇
持
参
す
る
も
の
 
筆
記
用
具
 

1
1
ヌ
 

1
0
5
0
0
円
 

・

高
校
生
 

8
4
0
0
円
 

・

テ
キ
ス
ト
代
 
2
2
0
0
円
 

（
ボイ
ラ

ー
実
技
、ボ
イ
ラ
ー
図
鑑
）
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
2
2日
因
か
定
員
8
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

●

2
月
2
7日
卿
 
競
技
開
始
1
3時
 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ン
グ
五

所
川
原

（広
田
）
 

後
援
 
市
教
育
委
員
会

・
市
体
育
協
会
 

平
成
1
7年
度
「
五
所
川
原

立
侵
武
多
」
に
お
け
る
立

侵
武
多

・
ね
ぷ
た
の
参
加

申
込
み
を
受
付
し
ま
す
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
内
 

公
（
3
5)
2
1
2

1
 
寺
山
 

平
成
1
7年
度
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川

原
立
依
武
多
」
 
にお
け
る
立
侵
武
多
・

ね
ぷ
た
参
加
団
体
の
申
込
み
を
次
の
と

お
り
受
付
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
団
体

は
、
期
間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間
 

2
月
1
6日
困

、
3
月
1
2日
田

※
会
議
所
内
の
申
込
用
紙
に
て
受
付
。
 

《
ご注
意
》
運
行
コ

ー
ス
変
更
に
伴
う

仮
説
小
屋
設
置
場
所
の
関
係
上
、
中
型

立
侵
武
多
e
高
さ
を
1
1m
以
内
に
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
申
込
先
・
間
い
合
わ
せ
先
 

五
所
川
原
立
侯
武
多
運
営
委
員
会
 

×
 

2
〇
〇
5
新
卒
者
 

フ
レ
ッシ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
 

参

加
者
募

集
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
 

事
務
局
 
公
（3
5)
25
7
0
 成
田
 

新
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
心
構
え

と
実
践
的
訓
練
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
 

●

3
月
8
日
因
1
3時
3
0分
、
1
6時
3
0分

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
研
修
内
容
 
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
、
言
葉
づ
か
い
、
礼
儀
作
法
、
テ
 

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
（
食事
有
り
）
、職
場

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
 

◇
対
象
 
西
北
五
地
域
e
高
校
卒
業
予

定
者
で
地
元
就
職
予
定
の
方
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
2
月
2
5日
国
ま
で
に
、
 

各
高
校
（
直
接
、
ま
た
は
協
議
会
事

務
局
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

×
 

公
証
（
法
律
）
無
料
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
 

市
で
は
、
青
森
公
証
人
会
の
協
力
を

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
大

切
な
契
約
や
遺
言
は
、
公
正
証
書
に
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
6日
困
 
1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

※
定
員
8
名
に
な
り
次
第
締
切
。
 

◇
受
講
料
 

ー
 ル
又
 

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公

庫
東
北
支
店
 

フ
ラ
ッ
ト
3
5・
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
 

公
0
2
2
（
勿
）
5
5
5

4
 

五所川原消防署管内1月の火災、救急救助出動件数陣位・件） 

火銭凱応？いロ心心掲翻bてみで 
平成16年度統一標語 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 月別 月別 月別 月別 月別 

平成17年 1 1 132 132 2 2 
平成16年 2 2 111 111 1 1 
比 	較 Al Al 21 21 1 1 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O円（ 内線23) 

火災・救急Ill動概況 
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再
就
職
に
向
け
た
訓
練

受
講
生
募

集
 

ポ
リ
テ
ク
セ
ンタ

ー
青
森
 
訓
練
課
 

訓
練
支
援
係
公
0
1
7
(
m
)1
7
71
 

青
森
市
に
あ
る
ポ
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口座振替ができるもの 

市県民税（個人の普通徴収分） 

固定資産税、軽自動車税 

国民健康保険税 

取 扱金融機関等 

青森銀行本支店、郵便局、市内の金融機関（み

ちのく銀行、東奥信用金庫、あおもり信用金庫、 

東北労働金庫、青森県信用組合、ごしょがわら

市農協、津軽北部農協毘沙門出張所） 

介護保険料第8期の納付期限です 

忘れずに納めましょう 

介護福祉課 内線273 

欝 
う 3 月13日（日） 

9時30分岩木川河川公園 

JlI 

―般作業分野 サービス分野 

●病人等介護 

●高齢者介護 

●家事全般など 

諸 
管 理分野 

●建物管理 

●駐車場管理 

●守衛など 

●草刈り、除草 

●清掃 

●薬剤散布 

●配達 

●除排雪など 

専門技術分野 

●自動車運転など 

シルパー人材センターは、就職は望めないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健

康で働く意欲のある高齢者の願いに応えるための団体で、地域の発展に寄与することを目的として

運営されています。 

⑥会員はこんな仕事をしています。 

、 	 汐 	flコ圭くコイし石）ノ二 

”高齢者の豊かな経験と能力“を活用ください。 
	 持参のうえ、昌 

＠歎五所川原市シルバー人材センター 
公(34) 8844・公(35) 2111（内線 360）五所川原市字岩木町12番地 

⑥会員の資格の更新 現在センターに登録している会
員の方は、3月31日で資格が切れます。引き続き更新を
希望される方は、年会費3,000円と友の会会費500円を
持参のうえ、事務局まで。 

瑠 

事務 分野 

●宛名書き 

●賞状書き 

●書類伝票整理など 

技能職分野 

●大工 

●襖・障子張り 

●植木勇定など 

房鍛 

新入会員を募集します！ 

刃物研ぎ（讐三サ、等）割受け 

市税の口座振替（自動振込）を始めます 

～忘れない便利な制度～ 

収納課 内線437・438 

平成17年度からの市税は口座振替（自動振込）で 

納めることができるようになり、希望される方から 

の申込みを受け付けています。 

《申込方法》納税通知書、預貯金通帳、通帳の届出

印鑑を持参し、市内の各金融機関等で申し込みくだ

さし、 

1ii所川、全眼凧揚げ太会 

◇競技種目 

Aクラス・・・子供の部（中学生以下）自作凧大歓迎 

Bクラス・・・伝統凧の部（津軽凧以外） 

Cクラス・・・創作凧の部（県内外） 
Dクラス…津軽凧高校生・一般の部（西の内 8枚凧 

以下） 

Eクラス・・・津軽凧高校生・一般の部（西の内 9枚凧 
以上） 

Fクラス…団体の部（県内は西の内20枚凧以上） 

◇審査方法 見栄え（絵柄など）、安定度（揚げ方・ 

技術）、マナー、うなり（津軽凧のみ） 
◇表彰 各クラスごと次のとおり表彰を行います。 

最優秀賞…1名、 優秀賞 	5名、 

努力賞 	若干名、 参加賞 	参加者全員 

◇参加料 無料。どなたでも参加できます。 

◇申込方法 所定の申込用紙に記入して、 2月21日（月） 

までにお申し込みください。当日、会場でも受付し 

ています。 
ト五所川原津軽凧連合会 廿35-4227（成田） 

, 

シルバー人材センターからのお知らせ 

5 平成17年 2 月15日 	五所川原市役所 公35-2111 

, 



転作集団に加入していない生産者（個人転作者） 

の水稲作付・転作営農計画書の受付を以下の日程で

実施します。 

当日、みなさんから転作及び稲作を行う場所と面

積を伺って計画書に記入します。農政課から郵送済

みの計画書及びご自身の印鑑、農地異動がある場合は、 

席織h 

異動の内容がわかる書類をお持ちください。 

※都合のつかない方は、計画書に記入のうえ押印し、 

速やかに農協（市農協の場合は本店）または集荷

業者に提出してください。 

ト間い合わせ先 農政課 内線354 

日 	時 対 象 地 区 場 	所 

2 月28日（月） 
9:30へ 12:00 栄地区（湊、姥落、稲実、猫測） 

コミュニテイセンター栄 
13:30-16:00 栄地区（三ッ谷、広田、七ッ館） 

3月1日因 
生30-12:00 長橋地区（豊成、福山） 

コミュニテイセンター長橋 
13 : 30- 16 : 00 長橋地区（上記以外の集落） 

3月 2 日困 
9:30---12:0O 俵元、原子、羽野木沢 

市農協七和支店 
13:30-16:00 持子沢、高野、前田野目 

3月 3日困 

生30-12:00 松島地区 コミュニテイセンタ一松島 

13:30--16:00 毘沙門・長富地区 
毘沙門・長富コミュニテイ

センター 

3月 4 日岡 
生30-12:00 小曲地区 農村婦人の家 

13:30~ 16:00 上記以外の地区 市役所農政課 

青森職業能力開発短期大学

からのお知らせ T E L37-3201 

■能力開発セミナー「天気予報と天気図」 

気象予報の現状を学び、天気図と天気予報の活用

法を習得します。 

●2 月 3 日困、 3 月 2 日困、9日困、16日困の 4 日間 

17時～21時（最終日17--20時） 

五所川原地域職業訓練センター 

◇講師 気象予報士・小関英明 

r 	（青森職業能力開発短期大学校講師） 

◇定員・受講料 25名・4,000円（ 4 日間） 

◇申込方法 2 月18日国までに電話で地域職業訓練 

センター（公38-5115）へ申し込みください。 

■「離職者」訓練生募集“癒難麟麟舞‘三 

4 月の訓練生を次のとおり募集します。 

科・コ ー ス名 期 間 定員 

生産機械エキスパート科 12カ月 20人 

ビジネス情報システム科 6 カ月 20人 

生産システム科制御コース 6カ月 20人 

オフイスワーク（事務）科 3 カ月 25人 

ビジネスアプリケーション科（二部） 3 カ月 25人 

Webエンジニア科 4 カ月 25人 

◇対象者 雇用保険受給者 

◇選考日 3月16日困 

◇募集期間 2月 9日困～ 3月 9日困 

◇申込先 五所川原公共職業安定所（電話での申込 

みはできません） 

五所川原市医療技術職員採用試験 
市立西北中央病院管理課庶務係 

TEL35-31 I1 内線 279・282 

◇職種及び採用予定人員 臨床検査技師 1名 

◇受験資格 

昭和50年 4 月 2 日以降に生まれ次のいずれかに該 

当する方 

・臨床検査技師免許証を有する方 

・平成17年 4 月末までに免許証取得見込みの方

◇採用試験 

3月 8日因 10時30分～ 

市立西北中央病院C棟 2 階大会議室

◇試験方法 作文・面接・書類審査

◇採用予定 平成17年 4 月1日

※受験申込みに必要な提出書類等、 

詳細は西北中央病院管理課庶務係

までお問い合わせください。 

働く婦人の家サークル体験学習 
日程変更のお知らせ 

働く婦人の家 TEL(35)8898 

広報ごしょがわら 1月15日号に掲

載されたサークル体験学習の日程に

ついて、「よさこい飛翻」の開催日

時「2月 8 日因 13時30分から」を 

[2月22日因 18時30分から」に変

更します。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成17年 2 月15日 6 



~田翻伯【四飼郵易の務翻勢曹~ 
第11回「ザ☆こしょがわら元気教室」内線238 

身体を動かしたり、手作業をすることで、筋力の

低下が防げます。毎回血圧を測定し、その場ででき

る元気体操も行い、若く元気に年齢を重ねていくこ

とができる教室です。 

●3月 8日因 13時～15時 

働く婦人の家・保健センタ- 2階軽運動場 

◇対象 40歳以上の方で日常生活はほぼ自立し、一 

人で外出できる方。 参加無料。 

◇内容 フリーゲーム（室内レクリエーション） 

①クロリティ（輪投げ） ②室内ボーリング 

③吹き矢 

◇講師 市体育指導委員協議会会長・成田博昭氏 

◇申込締切 3月 4 日金 

運動不足を鰯削「ウォーキソグ教室」内線238 

ウォーキングは、手軽に始められ生活習慣病予防

やストレス解消など大きな効果があります。この機

会に正しい歩き方を身につけ、運動の楽しさを体験

しましょう。 

●3月15日因 9時30分～11時30分 

サンビレッジ五所川原（市内唐笠柳） 

◇対象 市民 参加無料 

◇内容 講義とウォーキングの実技 

◇テーマ 「歩く健康づくりと長続きの秘訣」 

講師／（社）日本ウオーキング協会公認指導員 

青森県ウオーキング協会副会長・片岡貞雄氏 

◇持参するもの 内履き、汗拭きタオル、筆記用具 

◇申込締切 3月 4 日岡 

サブリメントに関心のある方へ内線236・238 

今、話題のサプリメントの正しい知識と使用法に

ついての講演会です。若さと健康を考える方へ、ぜ

ひおすすめです。 

●3月11日国 13時～14時 参加無料 

働く婦人の家・保健センタ- 3階第3講習室 

◇テーマ 「生活習慣病予防のためのサプリメント」 

講師／いわや薬局・岩谷教裕氏 

◇申込締切 3 月 8日因 

～歯を大切にしたいあなたへ～ 

わっ歯歯コーナー内線236 

お子さんから大人の方まで大歓迎！妊婦さんは、 

母子健康手帳をご持参ください。 

●3月 6 日（日） 10時15分～15時 

エルムの街ショッピングセンター 

2階ェルムホール 参加無料 

◇内容 ①歯の診察 ②歯の染め出し体験 ③デン

タルフロス、歯間ブラシの使い方 ④虫歯になり

やすい体質かがわかるテスト（限定100名】11時～ 

14時）その他、盛りだくさん。また、いろいろな 

「お口の疑問、悩み等」相談に応じます。 

※当日、利用いただいた先着200名の方に、歯ブラシ

をプレゼントします。 

◇主催 五所川原市、 

五所川原市国民健康保険

◇共催 青森県歯科医師会 

北五支部会、 

五所川原市民保健協議会 
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あなたも 
作ってみませんか 

◆  
料理紹介 

◆ 

フーー二 

売 :' Ct 佳き① 

五所川原市食生活改善推進員会 

× 

プ 2 鮭 	2切れ 

妙り卵 

I卵 	2個 

1讐糖 	小さじ 1 
、温 	少々 

ノ 

d
,
 (
'J
 (
'J
 

じ

／

/
 

材
 

■

米
 

料（4人分） 

	力ッ 

すし酢 

I砂糖 	小さ 

a、塩…小さじ 2 
、酢・・・大さじ 2 

× 

場 所 期 日 時 間 

10:00-12:00 

13:30へ一16:00 

青森県五所川原合同庁舎（栄町 

ごしょがわら市農協本店（野里1 
3月 2 日因 

難藤繊欝藻喜 

青森県の献血キャラワヲー 

一麟一「ブラツト君」 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

高野文化センター 2 月25日金 10:00-12:0O 

錦町集会所 3 月 3日困 9:00-12:0O 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター 
◆受付時間・・・12時15分から12時30分 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容・・・小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 カ月児・ 

3歳児）、身体計測発達相談、離乳食試食 
(4カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成16年10月生まれ 3 月 1日因 

1歳6 カ月児健診 平成15年 9月生まれ 3 月29日因 

3 歳児健診 平成13年11月生まれ 3 月17日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康推進係までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 

開 設 日 時 間 内 	容 

3 月 2 日（水） 

3 月16日困 

※16日午後は電話予約
が必要です。 

10 
13 
:00-12 
:00-15 

:00 
:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等） 
相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 

3月17日困 

※ 3月 4 日までに予約
が必要です。 

10 :00~ 12 :00 
・ことばが遅い、発 

音がききとりにく 
い、どもりなど 

，嫁頑ば」寒』昔i非~ 

月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

2 月20日 一
 

 かねひらクリニック 旭町55-2 35-3167 

2 月27日 日
  

桂整形外科医院 弥生町16-1 34-3737 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2,その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999) でも紹介します。 

秒り卵と鮭の混ぜ寿し I 

1 人分 334kcal 塩分1 .3g 

【作り方】 

①ご飯は普通に炊きます。 

②鮭は焼いて骨と皮を取り除き細かくほぐします。 

③卵は割りほぐし、さとうと塩を入れ、妙り卵を作り 

ます。 

④ご飯が炊けたら a を入れて切るように混ぜ、酢飯を 

作ります。 

⑤④に②と③を加え、さっくりと混ぜ合わせます。 

～ごはんをしっかり食べましょう～ 

献血のご案内（バス巡回） 

，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 
~ もご利用できますので、気軽においでください。 
r ◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 
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